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その他特殊使用の場合も検討致します。

詳細な設計条件は各ページをご参照願います。
ボックスカルバート製品選定フロー
カイエー共和のボックスカルバート。豊富なラインナップで現場に合わせた最適な製品をお選び頂けます。

SCVⅠ型

RCボックス

SCVⅡ型

RCボックス軽量

NFK

小径道路横断用

GCカルバート

側溝横断用

N E W

SDC

小径ボックス

N E W

一 体 型小 径 型

全国ボックス
カルバート協会規格

《 JISⅠ類 》

全国ボックス
カルバート協会規格

《 JISⅠ類 》

P.11 P.12 P.79 ～ P.81 ～ P.83 ～

600 ～2500

600 ～2500

300 ～1000

300 ～1000

600 ～2500

内
幅

内
高

600 ～3500

300 ～600

300 ～500

260 ～350

300 ～400

(mm)

77

600 ～2500

内
幅

内
高

600 ～2500

1500 ～4000

3000 ～5000

1500 ～5000

3000 ～9500

1500 ～5000

3000 ～9000

2100 ～4000

3000 ～8000

(mm)
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TCV

３分割型

フリースパン

３分割 門型

UCV

２分割型

異形カルバート

２、４分割型

KCV

２、４分割型

N E W

２ 分 割 型 ４分割型 ３ 分 割 型

現 場 組 付 け

工場組付け

底 版
現場打ち

底 版
現場打ち

P.85 ～ P.7 ～ P.91 ～ P.103 ～ P.15 ～

または
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異形カルバート
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■ カイエー独自の角度付き断面により、水路や河川と交わる道路において交差角を90°～60°の範囲で自在に
設定できます。これにより、道路設計の際には用地の有効活用が可能となり、道路線形の計画においても、
より柔軟な線形設計が実現します。

KTジョイント

内 幅
3,000 ~ 5,000

内 高
1,500 ~ 4,000

3,000 ～ 5,000

α2

α1

100mmピッチで製造可能

角度付きカルバートの構築が可能

異形カルバート  と  通常カルバート  の組み合わせで、

中央部に通常 BOXを使用する事で、費用を抑えられます。

経済性 Economic efficiency

施工性
既設道路の拡幅工事にもデッドスペースを作らず、道路幅に沿った施工が可能です。
2分割、4分割部材の現場組み立てにより、狭小地での施工が可能となります。
現場での組付けは KTジョイントの採用により施工が容易で熟練工が不要です。

Construction work

角度自在
道路との交差角度を 90°～ 60°まで自在に設定できます。

Free angle 道路との
交差角度
90°～ 60°

特許出願中

異
形
カ
ル
バ
ー
ト
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異形カルバート

60°まで
角度自在 15° 通常カルバート

30°≧ θ2 ＞ 15°

θ2

α2

60°≦ α2 ＜ 75°

異形
カルバート

75°まで
角度自在 通常カルバート

15°≧ θ1 ＞ 0°

θ1

α1

75°≦ α1 ＜ 90°

水路、
河川など

α1ブロック  +  α2ブロック

75°～ 60°

α2

急な場合

道路との交差角度が

2段使い

α1ブロック

90°～ 75°

α1

緩やかな場合

道路との交差角度が

1段使い

２ ブロック方式段階

3,000 ～ 5,000mm

異形カルバート

交差角度α 内幅 内高

90°～ 75°まで自由に設定可能

75°～ 60°まで自由に設定可能α2

α1 2分割型　1,500～3,000mm
4分割型　3,100～4,000mm　

現場状況に合わせて、製造いたしますので、お気軽にお問い合わせください。 

「異形カルバート」は2段階ブロック方式です。

道路との交差角度が緩やかな場合はα1ブロックを使用し、

急な交差角度の場合はα1+α2ブロックを組み合わせて使用します。
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中央部に通常カルバートの
本数を増やせば、道路幅も自由自在

通常カルバート

異形カルバート

経済性のある

角度付きカルバート

■ 中央部に通常BOXカルバートを使用する事で、費用を抑えられます。

異形カルバートは 　　に使うだけで OK ！端

既設の BOXカルバートにも、スマートに接続可能。

道路拡幅工事でスペースの有効活用！！

「通常カルバート」を組合せて、経済性を実現。

組合せで、費用を抑える！！

■ 既設道路の道路拡幅や歩道拡幅にもデッドスペースを作ることなく、道路幅に沿った施工が可能です。

■ 2分割、4分割部材の現場組み立てにより、狭小地での施工が可能となります。

■ 現場での組付けはKTジョイントの採用により、施工が容易で熟練工が不要です。

拡幅

拡幅
既設道

路

【異形カルバート】を接続した場合 【通常カルバート】を接続した場合

道幅に沿った施工 デッドスペース

すっきりスマート！
余分なスペースなし

子供が乗ったり、
危険なスペース

異
形
カ
ル
バ
ー
ト
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■ カルバートの種別にこだわる事なく、標準タイプ・3分割型（底版現場打ち併用）・フリースパン
（門型形状）の各種の大型カルバートに接続可能です。

■ 異形ブロックは端部のみのため、コストや特殊施工部を最小限に抑える事が可能です。

端部に異形カルバートを使用すれば、角度付きカルバートの構築が可能。

各種大型BOXカルバートに、スマートに接続！！

ＫＣＶ
ＴＣＶ

フリースパン

（２,４分割型カルバート） （3 分割型カルバート） （3 分割カルバート）

標準タイプ
3分割型 フリースパン

KCV TCV フリースパンカルバート

水路、
河川など

異形カルバート

現場状況に合わせて、製造いたしますので、お気軽にお問い合わせください。 

異形カルバート 異形カルバート 異形カルバート

底版現場打ち併用タイプ 門型形状タイプ



小
径
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
　
S
D
C

小径ボックスカルバート SDC
道路土工 カルバート工指針 準拠

■土被り厚が舗装厚程度しか確保出来ないケースが多いため、その条件に対応できる製品形状としました。
■止水性を向上させる為にフランジ金具を使用し、高力ボルトによる接続方法を採用しました。

T-25 後輪荷重

インサート
（埋め込み）

六角ボルト

接続金具

300 300 100 100 100 500 500 825SDC - 30×30

300 400 100 100 100 500 600 925SDC - 30×40

300 500 100 100 100 500 700 1,025SDC - 30×50

400 400 110 100 100 600 610 1,055SDC - 40×40

400 500 110 100 100 600 710 1,155SDC - 40×50

500 500 120 100 100 700 720 1,295SDC - 50×50

500 600 120 100 100 700 820 1,395SDC - 50×60

5
0

50

パッキン装着溝 接続金具

吊りインサート

接続インサート

11 ※　横穴、アンカー差筋等の加工につきましては、別途ご相談ください。

① 活荷重

② 単位体積重量

・ 鉄筋コンクリート γc ＝ 24.5kN/m3

・ 土 γd ＝ 18.0kN/m3

③ 許容応力度 （長期）

・ コンクリート

　設計基準強度 σck ＝ 35Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca ＝ 12N/mm2

　許容せん断応力度 τca ＝ 0.26N/mm2 （補正前）

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa ＝ 160N/mm2

④ その他

・ 土圧係数 K0 ＝ 0.5

・ ヤング係数比  n ＝ 15

※T-25 輪荷重で横断設計しています。
⑤ 準用示方書等

（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

土被り厚さ　4 cm ～

T-25 輪荷重

側
溝
横
断
用
カ
ル
バ
ー
ト
　
G
C
カ
ル
バ
ー
ト

GCカルバート

※　横穴、アンカー差筋等の加工につきましては、別途ご相談ください。 12

側溝横断用カルバート
■５cmの舗装厚を確保できる函渠型側溝専用の横断用カルバートです。
■側溝の横断部を繋ぐＧＣカルバートは側溝本体と同等の排水能力です。
■従来型の円形タイプと比べて、最大流量時でも流量を落とすことなく排水処理することが可能です。

接続及び吊りインサート

パッキン装着溝

300 260 80 60 80 420 420 521300型

400 350 100 70 100 540 550 826400型

① 活荷重

② 単位体積重量

・ 鉄筋コンクリート γc＝24.5kN/m3

・ 土 γd＝18.0kN/m3

③ 許容応力度 （長期）

・ コンクリート

　設計基準強度 σck＝35Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca＝12N/mm2

　許容せん断応力度 τca＝0.26N/mm2 （補正前）

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa＝160N/mm2

④ その他

・ 土圧係数 K0＝0.5

・ ヤング係数比  n＝15

※T-25 輪荷重で横断設計しています。

T-25 輪荷重

土被り厚さ　5 cm ～
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15

q

３分割パネルを用いた組立て構造のため、
現況の水路を維持したまま施工でき、
水路の一時付け替えがありません。

施工可能

現況水路 そのままで

内幅 9.5ｍの大型フリースパンカルバート

■ 底版の張出しにより荷重を受け持ち、従来からのストラットを不要とした門形構造です。
■ 門形構造の為、水替えが困難な場合や現況水路などを撤去することなく施工可能です。
■ 分割部材（3分割）の現場組立の為、狭い現場への搬入や重機の小型化が可能です。
■ 現場打ちと比べて、工期短縮と現場の高所作業の低減により安全性が向上します。
■ 分割型でありながら一体構造を可能にした「KTジョイント工法」を採用しています。。 3

分
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u
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荷
重
を

分
散

製品規格にない断面も、お気軽にご相談下さい。
16
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0.620
0.620
0.640
0.690
0.730
0.730
0.740
0.760
0.790
0.850
0.850
0.860
0.870
0.880
0.960
0.960
0.980
1.070
1.180
1.290
1.400
1.400

6.200
6.200
6.400
6.900
7.300
7.300
7.400
7.600
7.900
8.500
8.500
8.600
8.700
8.800
9.600
9.600
9.800

10.700
11.800
12.900
14.000
14.000

80

① 活荷重

② 単位体積重量

・ 鉄筋コンクリート γc ＝ 24.5kN/m3

・ 土 γd ＝ 18.0kN/m3

③ 許容応力度 （長期）

・ コンクリート

　設計基準強度 σck ＝ 35Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca ＝ 12N/mm2

　許容せん断応力度 τca ＝ 0.26N/mm2 （補正前）

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa ＝ 160N/mm2

④ その他

・ 土圧係数 K0 ＝ 0.5

・ ヤング係数比  n ＝ 15

※T-25 輪荷重で横断設計しています。
⑤ 準用示方書等

（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

T-25 輪荷重

土被り厚さ　～4m未満
（詳細についてはご相談ください。）



※T-25 輪荷重で横断設計しています。

土被り厚さ　0.5m ～ 3.0m

① 活荷重 T-25 輪荷重

② 単位体積重量

・ アスファルト舗装 γa ＝ 22.5kN/m3

・ 鉄筋コンクリート γc ＝ 24.5kN/m3

・ 土 γd ＝ 18.0kN/m3 

⑤ 準用示方書等

（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（公社）日本道路協会 道路橋示方書 ・ 同解説

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

④ その他

・ 土圧係数 K0 ＝ 0.5

・ ヤング係数比  n ＝ 15

③ 許容応力度 （長期）

81 82



83

※ 設計条件はP.81をご参照下さい。

84
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土被り厚さ　0.5m ～ 3.0m

① 活荷重

② 単位体積重量

・ アスファルト舗装 γa＝22.5kN/m3

・ 鉄筋コンクリート γc＝24.5kN/m3

・ 土 γd＝18.0kN/m3

⑤ 準用示方書等

（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（公社）日本道路協会 道路橋示方書 ・ 同解説　鋼橋編

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

③ 許容応力度 （長期）

・ コンクリート

　設計基準強度 σck＝35Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca＝12N/mm2

　許容せん断応力度 τca＝0.26N/mm2 （補正前）

　許容付着力度 τ0a＝1.9N/mm2

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa＝160N/mm2

・ KT ジョイント

　アンカー鉄筋の許容引張応力度 (SD345)

　D19 ・ 25 タイプ σsa＝160N/mm2

　ボルト許容引張応力度

　D19 ・ 25 タイプ σba＝480N/mm2

　ボルト許容せん断応力度

　D19 ・ 25 タイプ τba＝270N/mm2

　カプラーの許容引張応力度 (FCD600-3)

　D19 ・ 25 タイプ σka＝200N/mm2

　カプラーの許容せん断応力度 (FCD600-3)

　D19 ・ 25 タイプ τka＝110N/mm2

　※ ボルトの材質は 「強度区分 10.9」 です。

④ その他

・ 土圧係数 K0＝0.5

・ ヤング係数比  n＝15

※T-25 輪荷重で横断設計しています。

T-25 輪荷重

86
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① 活荷重

② 単位体積重量

・ アスファルト舗装 γa＝22.5kN/m3

・ 鉄筋コンクリート γc＝24.5kN/m3

・ 土 γd＝18.0kN/m3

⑤ 準用示方書等
（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（公社）日本道路協会 道路橋示方書 ・ 同解説　鋼橋編

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

④ その他

・ 土圧係数 K0＝0.5

・ ヤング係数比  n＝15

※T-25 輪荷重で横断設計しています。

T-25 輪荷重

土被り厚さ　0 ～ 1.0m

91

③ 許容応力度 （長期）
・ コンクリート

　設計基準強度 σck＝50Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca＝16N/mm2

　許容せん断応力度 τca＝0.27N/mm2 （補正前）

　許容付着力度 τ0a＝2.0N/mm2

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa＝160N/mm2

・ KT ジョイント

　アンカー鉄筋の許容引張応力度 (SD345)

　全タイプ σsa＝160N/mm2

　ボルト許容引張応力度

　D25 タイプ σba＝480N/mm2

　D32 ・ 38 タイプ σba＝160N/mm2

　ボルト許容せん断応力度

　D25 タイプ τba＝270N/mm2 

　D32 ・ 38 タイプ τba＝　80N/mm2

　カプラーの許容引張応力度 (FCD600-3)

　全タイプ σka＝200N/mm2

　カプラーの許容せん断応力度 (FCD600-3)

　全タイプ τka＝110N/mm2
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KCV　施工写真
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① 活荷重

② 単位体積重量

・ アスファルト舗装 γa＝22.5kN/m3

・ 鉄筋コンクリート γc＝24.5kN/m3

・ 土 γd＝18.0kN/m3

⑤ 準用示方書等
（公社）日本道路協会 道路土工　カルバート工指針

（公社）日本道路協会 道路橋示方書 ・ 同解説　鋼橋編

（一財）国土開発研究技術センター

 鉄筋コンクリート製プレキャスト

 ボックスカルバート道路埋設指針

（公社）土木学会 コンクリート標準示方書

④ その他

・ 土圧係数 K0＝0.5

・ ヤング係数比  n＝15

③ 許容応力度 （長期）
・ コンクリート

　設計基準強度 σck＝40Ｎ/mm2

　許容曲げ圧縮応力度 σca＝14N/mm2

　許容せん断応力度 τca＝0.27N/mm2 （補正前）

　許容付着力度 τ0a＝2.0N/mm2

・ 鉄 筋 (SD295A、 SD345)

　許容引張応力度 σsa＝160N/mm2

・ KT ジョイント

　アンカー鉄筋の許容引張応力度 (SD345)

　全タイプ σsa＝160N/mm2

　ボルト許容引張応力度

　D25 タイプ σba＝480N/mm2

　D32 ・ 38 タイプ σba＝160N/mm2

　ボルト許容せん断応力度

　D25 タイプ τba＝270N/mm2 

　D32 ・ 38 タイプ τba＝　80N/mm2

　カプラーの許容引張応力度 (FCD600-3)

　全タイプ σka＝200N/mm2

　カプラーの許容せん断応力度 (FCD600-3)

　全タイプ τka＝110N/mm2

※T-25 輪荷重で横断設計しています。

T-25 輪荷重

土被り厚さ　0 ～ 1.0m
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電動ローラー横引き工法
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□ 重機やウインチ等の牽引装置を用意する必要がありません。

□ 移動時に騒音やほこりなどがなく環境対策に優れています。

□ ローラーはウレタン素材のため、移動中の振動が少なく安全です。

□ ペンダントスイッチにて動力操作が可能で誰にでもできる工法です。

□ ハンドルにより舵取りが可能のため、曲線や折れ点も移動が可能です。

特 長
p r o d u c t  f e a t u r e

■ 道基礎コンクリート上に電動ローラーを設置し、その上にプレキャスト製品を荷下ろして、
ローラーと一体化させたモーターの動力で製品の設置位置まで移動・据付する工法です。
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所
定
の
数
量
ま
で
繰
り
返
し

電動ローラー配置

電動ローラーを重量バランスを考慮し、
製品の 4 角にくるように配置しておきます。

進行方向

駆動ローラー従動ローラー

スイッチ

電源→

セット位置に
荷重分散用の
エラスを敷く。

電動ローラー回収・製品据付け

所定の位置まで移動したら、爪付きジャッキでジャッキアップし、
電動ローラーを回収します。
その後、ジャッキダウンし製品の高さ調整、引き寄せを行い据付けます。

ローラー回収

据付け

横引き移動

横引き移動は４人１組で行います。( 移動速度 2m/ 分 )
駆動ローラー側のスイッチで速度の調整をしつつ、各々ハンドル操作をしながら
移動していきます。

電源→

進行方向

製品ブロックセット

配置した電動ローラー上に、
クレーンで製品を吊り下します。

吊
り
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継手部の高弾性接着剤によってレベル 2 地震動や永久ひずみなどのあらゆる
地盤の変位に高い水密性を確保したまま追随！
変位後の水密性能は 0.1MPa 以上！
高弾性接着剤の充填量を変えることで水密性能をコントロール可能！
曲線部、断面変化部、既設との接続部も直線部と同じ接合構造！同じ性能！
は TB 工法だけ！
製品を据付けて注入またはコーキングするだけ！
工期短縮！コストダウン！施工時の外気温 -10℃～ 40℃に対応！
注入工法とコーキング工法を使い分けることで、あらゆる断面寸法のボックス
カルバートに適用でき、推進工法等の特殊工法にも適用可能！
さらに現場打ちの桝や既設ボックスにも耐震継手として接続可能！

追随性

水密性

連続性

施工性

適応性

ボックスカルバートの中から高弾性接着剤の充填を行う
内空断面寸法800×800mm以上の開削用および推進用ボックスカルバートなどを対象コーキング工法

ボックスカルバートの外から高弾性接着剤の充填を行う
内空断面寸法4000×3000mm以下の開削用ボックスカルバートを対象注入工法
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